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１．施策の方向性
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④
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京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育による「丹後学」を積極的
に展開します。特に、世界ジオパークに認定された山陰海岸ジオパークの地質遺産を活用し、小学生を
対象にフィールド学習を実施します。

子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校
支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動
を積極的に支援する体制を拡充します。

文化財セミナーや京丹後史博士育成講座、文化財の見学等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会
を充実します。また、京丹後史博士等の人材活用を図り歴史文化財の普及啓発に努めます。

市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の
道具の更新、映像記録作成等を通して文化財の保全と活用を図り、伝統芸能を継承していきます。

京丹後市史編さん事業や発掘調査等の文化財調査での成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し
市内外の人々の理解を深める活動を進め、地域づくりに活かします。

京丹後市ホームページのデジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、
丹後の優れた文化財、調査成果について発信していきます。

古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡をはじめ、地域文化財の総合的な保存と
活用を進めることで郷土への誇りと愛着を培います。併せて文化財保存活用地域計画に基づき、丹後の
輝かしい資産を観光や地域振興に積極的に活かします。

市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴
される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の丹後の歴史、丹後ちりめん、文化財や鳴き砂、ジオパー
ク等について理解してもらうための普及啓発を図ります。

児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

平成27年3月

資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進し
ます。

平成27年度～
令和6年度

２．地域の文化財の総合的な保存と
　　活用

３．資料館施設等の整備充実

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

生涯学習課

「京丹後市文化芸術振興計画」に基づき、文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、
関係機関及び団体と連携し、地域の特色を生かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的
な文化芸術活動を支援します。

市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館など関係施設を活用して、市民が優れた文化芸術に親しむ
機会を充実させるとともに、丹後文化会館の改修に向け京都府に対し要望活動を進めます。

京丹後市文化芸術振興計
画

国史跡網野銚子山古墳整
備基本計画

「丹後王国」を代表する国史跡網野銚子山古墳に関して、京丹
後市史跡整備検討委員会を組織して専門的な立場、地元の立
場からの検討を加えて基本計画を策定した

京丹後市文化財マスター
プラン

市内に所在する多岐にわたる文化財を適切に保護し、その中か
ら特に学術的に重要で、まちづくりの観点からも価値が高いと判
断される史跡等文化財に対して、保存及び活用整備をすすめる
ための方向性を示すもの

平成18年10月
計画期間の定
めなし

市民が主体となって文化芸術活動に取り組み、楽しみを感じられ
る文化芸術のまちづくりを総合的かつ計画的に推進するために
策定

令和5年3月
令和5年度～
令和14年度

松本　優

基本的方針

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

計画概要

平成23年3月
当面の計画と
して概ね6年
間

当面整備計画として概ね6年
の計画も策定

担当課長
文化財保存活用課 村田　雅之

 【参考】施策に関連するその他の計画
策定年月 計画期間 備考

郷土の歴史や文化財の調査を進め特別展示、企画展を開催するとともに貴重な資料を保管し後世に伝
えます。

重点目標 6 歴史・文化芸術を活かし、豊かな感性と郷土への愛着と誇りを育みます

　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みま
す。また、市内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関
心を持つ人材の育成・活用を進めます。
　また、市民や団体による主体的な文化芸術活動等を推進することにより、文化の薫り高いまちづくりに寄与します。

１．豊かな歴史文化等を学習する機
　　会の充実

第2次京丹後市総合計画

４．文化芸術活動の推進

令和4年12月
令和5年度～
令和9年度

計画名称

「丹後半島」における多彩な交流・交易、人々の暮らしが生み出
した歴史文化や文化財を「光」ととらえ、「光」を未来につなぐ誇り
あるまちづくりを進める指針とするもの

京丹後市文化財保存活用
地域計画

ＰＬＡＮ
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# 36 # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

1

2

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

3

4

5

6

7

8

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

9

現状維持-             

R4決算額

47,561     

　市内で収集を続けている民俗資料等を収蔵・調査・公開する資料館として、来館者に本市の文
化を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設に位置付けており、資料館内外の収蔵資料の調
査や整理を行うとともに、学校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて郷土の歴史
への関心を高める役割も果たす。

児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

郷土の歴史や文化財の調査を進め特別展示、企画展を開催するとともに貴重な資料を保管し後世に伝えます。

資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進します。

　地域の特色と歴史を物語る重要な史跡等を、教育、観光、地域づくりの資源として有効に活用
するため、史跡整備を推進する。　網野銚子山古墳の保存・活用に向け史跡整備検討委員会で
検討を進め、令和5年度は史跡地内の整理伐採、墳頂部の補修盛土など、環境整備を実施す
る。

692          

文化財保存活用基金

53,666     

評価を踏まえた
今後の方向性

文化財保存活用課

市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の
丹後の歴史、丹後ちりめん、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解してもらうための普及啓発を図ります。

-

5,253       

京丹後市ホームページのデジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化財、調査成果について発信し
ていきます。

131,028    

　令和4年12月に文化庁の認定を受けた「京丹後市文化財保存活用地域計画」により、京丹後市
の歴史文化や文化財を後世に伝えるため、市民遺産会議を立ち上げるとともに、京丹後市文化
財保存活用地域計画推進協議会による進捗管理を行う。

2,602       

文化財保存活用課

　市内に残る遺跡等の適正な保存・活用のため、開発に先立つ発掘調査を実施して開発事業と
の円滑な調整を図るほか、令和２年度まで実施した網野銚子山古墳の発掘調査の成果を報告書
として公表するために、発掘調査の成果をまとめる整理作業を実施する。

遺跡整備事業 文化財保存活用課

２．地域の文化財の総合的な保存と活用 決算額 （単位：千円）

市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道具の更新、映像記録作成等を通して文化財
の保全と活用を図り、伝統芸能を継承していきます。

京丹後市史編さん事業や発掘調査等の文化財調査での成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深める活動を進め、地域
づくりに活かします。

現状維持11,943     　市内に所在する貴重な文化財を後世に残すために、修理や保全に係る事業に対して補助金を
交付するとともに、180件を超える市内指定文化財（国、府、市指定文化財）等を適切に維持管理
し、看板設置などにより指定文化財等の普及啓発を図る。

6,737       

現状維持

遺跡発掘調査等事業 文化財保存活用課

指定文化財等管理事業

4,642       

事務の改善

現状維持　京丹後市文化財保存活用地域計画に基づき、本市の貴重な文化財の保存及び活用を進める
ことを目的に、「文化財保存活用基金」に積み立てを行うもの。

郷土資料館管理運営事業《再掲》

事務の改善

R4決算額

古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡をはじめ、地域文化財の総合的な保存と活用を進めることで郷土への誇りと愛着を培い
ます。併せて文化財保存活用地域計画を策定し、丹後の輝かしい資産を観光や地域振興に積極的に活かします。

9,927       

拡大

2,756       

-             

　市内で収集を続けている民俗資料等を収蔵・調査・公開する資料館として、来館者に本市の文
化を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設に位置付けており、資料館内外の収蔵資料の調
査や整理を行うとともに、学校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて郷土の歴史
への関心を高める役割も果たす。

R6予算額

R5決算額 R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

古代の里資料館管理運営事業 文化財保存活用課

13,246     

評価を踏まえた
今後の方向性

主な取り組み

子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹
後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的に支援する体制を拡充します。

文化財セミナーや京丹後史博士育成講座、文化財の見学等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。また、京丹後史博士等の人材活
用を図り歴史文化財の普及啓発に努めます。

事務の改善

2,173       1,716       

文化財保存活用課

現状維持

1             

R5決算額 R6予算額

３．資料館施設等の整備充実

主な取り組み

地域文化財総合活用推進事業

地域文化財総合活用推進事業【繰越】 文化財保存活用課

　市内に数多く残る文化財について、指針となる文化財保存活用地域計画の策定を行うことで、
市の歴史文化の特色や課題を明らかにするとともに、その課題解決に向け教育、観光、地域づく
り等の各分野が地域資源として有効活用につなげる。

文化財保存活用課

-             34,586     

R5決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

事務の改善

R4決算額 R5決算額

13,353     15,913     現状維持
　丹後古代の里資料館は、市内の考古、歴史資料を収蔵・調査・公開する資料館であり、来館者
に本市の文化財を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設として位置付けている。　また、学
校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて、郷土の歴史の関心を高める役割も果た
す。

主な取り組み

文化財保存活用課

651          現状維持4,860       5,227       

-             

決算額 （単位：千円）

-             

郷土資料館管理運営事業

１．豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 決算額 （単位：千円）

１．豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 決算額 （単位：千円）

R6予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育による「丹後学」を積極的に展開します。特に、世界ジオパークに認定さ
れた山陰海岸ジオパークの地質遺産を活用し、小学生を対象にフィールド学習を実施します。

主な取り組み
R4決算額

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

10

11

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

12

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

13

14

15

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

年度

R6

R6

R6

R6

R6

R6

R6

-             

３．資料館施設等の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R4決算額 R5決算額 R6予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

R5決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

主な取り組み

現状維持

-             -             

資料館等指定管理施設運営事業 文化財保存活用課

8,770       

文化財保存活用課

　丹後古代の里資料館は、市内の考古、歴史資料を収蔵・調査・公開する資料館であり、来館者
に本市の文化財を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設として位置付けている。　また、学
校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて、郷土の歴史の関心を高める役割も果た
す。

　琴引浜鳴き砂文化館において、本市の豊かな自然環境のシンボルである琴引浜の鳴き砂につ
いての展示や様々な体験事業を実施し、普及啓発を行うとともに、世界認定されている山陰海岸
ジオパークの拠点施設として、他の関連地域や施設と連携し積極的な事業展開に努める。

古代の里資料館管理運営事業《再掲》

-             

４．文化芸術活動の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

R5

決算額 （単位：千円）

文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、関係機関及び団体と連携し、地域の特色を生かした文化事業を行うとともに、市民の自
発的かつ日常的な文化芸術活動を支援します。

文化財保護一般経費

文化財保護審議会委員設置事業

事務の改善

　文化財の指定・解除等の諮問機関である文化財保護審議会で、文化財の保全及び活用につ
いて調査・審議を行うことで、市の文化財の保全や活用に資する。

167          185          127          

文化芸術事業《再掲》 生涯学習課

市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館など関係施設を活用して、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実させるとともに、丹後文化会館の改
修に向け京都府に対し要望活動を進めます。

-             -             現状維持　「文化芸術振興計画（令和4年12月策定）」に基づき、市民の豊かな心を育み、生きがいのある
生活を送ることができるよう、地域の生活文化を育て、ゆとりと潤いのある地域づくりを推進するた
め、各種文化芸術活動を支援する。

R6予算額

文化財保存活用課

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

R4決算額

　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。また、市
内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を持つ人材の育成・
活用を進めます。
　また、市民や団体による主体的な文化芸術活動等を推進することにより、文化の薫り高いまちづくりに寄与します。

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

7 R5 8

回 - R1

資料館、文化館入館者数 人

史跡整備 遺跡 6 H25

文化芸術事業の開催回数

42,000

文化協会加盟サークル数 R5

京丹後史博士の認定者数 人 -

100

京都府丹後文化会館利用者数

団体 170 H25 112

人 - R1 27,122

67 R5 120

文化財保存活用一般経費

統合（整理）

77,159     124,849    156,750    

　文化財保管施設の維持管理及び各種文化財保護関係団体の活動を推進し、文化財の保護と
活用を図る。

文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数

基本的方針

13,808
(3施設）

H25 10,685

計

人

主な目標指標

200

54 R5

1,700

345          2,281       

1,468
(5事業、17講座)

R5 18,000

H25 668 R5

文化財保存活用課

-             -             329          

-             統合（整理）　文化財の保護と活用を図るため、郷土資料館、丹後古代の里資料館以外に所管している文化
財の収蔵施設等の維持管理を適切に行い、各種文化財保護関係団体の活動を推進する。　ま
た、市が所蔵する小牧源太郎の絵画を公開し活用を図る。

年度 年度

文化財保存活用課

R4決算額 R5決算額

10,204     10,329     
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４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和６年度での主な取組）

3
　丹後古代の里資料館、郷土資料館、琴引浜鳴き砂文化館を適切に維持管理するとともに、そ
れぞれ収蔵資料の内容から機能分化し、市民や外からの観光客に、地域学習や観光スポットとし
ての活用を図る。

×

進捗状況区分 評価 令和５年度成果と今後の課題

◎

▲

《文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数》
　新型コロナウイルス感染症の関係で、京丹後史博士育成講座は休止し、京丹後市文化財セミナーは2回開催し
た（155名）。このほか、外部からの出前講座等の対応を行った（21回、513名）。
　今後は、セミナーや講座を通常通り開催し、目標値に近づけるようにしたい。

《資料館、文化館入館者数》
　新型コロナウイルス感染症の5類移行により、丹後古代の里資料館・郷土資料館・鳴き砂文化館は、全体として前
年度実績と比べ入館者は微増となった。
　今後は、各館ともに対策を講じながら開館、事業実施を行い、集客増につなげていきたい。

《史跡整備》
　網野銚子山古墳整備事業は、京丹後市史跡整備検討委員会の検討を進めながら平成29年度には環境整備基
本設計を実施し、平成30年度より整備工事を進めている。
　令和5年度は、検討委員会で検討を進め、史跡地内の整理伐採、墳頂部の保護盛土など、環境整備を実施し
た。令和6年度には完成予定である。

《京丹後史博士の認定者数》
　令和5年度は講座を開催を1回実施した結果、認定者数が1名増加した。今後は、講座の内容を改編することを
視野に入れ、令和6年度も開催予定。

《文化協会加盟サークル数》
　コロナ禍による活動の停滞及び会員の高齢化等のため多くの団体が脱退した（加盟団体112団体）。そのような
状況の中でも、各加盟団体が実施する教室や大会、市協会が実施する総合文化祭、サークル体験会を通じて、市
民へ芸術鑑賞機会を提供することができた。今後も、市民が文化力を高め、加盟サークル数増加にもつながるよう
協会を支援する必要がある。

《文化芸術事業の開催回数》
　優れた文化芸術を鑑賞・体験できる機会の創出に努めたとともに、地域文化活動の普及・振興を推進し、文化芸
術活動の充実を図ることができた。また、「京丹後市文化芸術振興計画」を適正かつ効果的に推進し、文化芸術に
よるまちづくりを具体的に進めるため「京丹後市文化芸術のまちづくり推進会議」が発足した。

《京都府丹後文化会館利用者数》
　コロナ禍に落ち込んでいた入場者数は令和5年度にようやく回復の兆しが見えてきたものの、まだホール稼働率
はコロナ禍以前の数値には戻っていない。近隣市町と連携し丹後地域全体での利用拡大計画を立てる必要があ
る。

○

施策展開の考え方

4
　市文化芸術振興計画に基づき、関係団体等と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会の提供、
地域の特色を活かした芸術・文化活動を実施並びに支援するとともに、文化活動を支える人材育
成を地道に取り組む。

▲

2
　網野銚子山古墳の整備事業では、墳丘の補修、園路整備、周濠整備のほか、進入道路、駐車
場等の整備を行う予定である。これにより、市民や外からの観光客に、日本海側最大の前方後円
墳の姿を示し、地域学習や観光スポットとしての活用をはかる。

区分 No. 具　体　的　内　容

1

　令和4年度で策定した京丹後市文化財保存活用地域計画に基づき、庁内や関係団体との連携
を図り、多面的な文化財の保存・活用を進める。また文化財セミナー等の講演会、資料館施設で
の様々な展示、体験事業を開催するとともに、出前講座への積極的な対応も行い、学習する機
会の充実を図る。

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ

ＡＣＴ
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